
２
０
２
３
年
８
月
26
日

（
土
）
、
北
九
州
市
小
倉
北

区
の
「
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
」
に
お

い
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央

本
部
北
九
州
支
部
の
第
９
回

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
６
回
か
ら
第
８
回
ま
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
を
受
け
、
書
面
に

よ
る
定
期
大
会
と
な
っ
て
い

た
が
、
４
年
ぶ
り
に
参
集
に

よ
る
通
常
開
催
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
北
九
州
支
部
の

各
分
会
よ
り
代
議
員
が
参
集

し
た
。

大
会
の
前
段
で
は
、
最
優

秀
分
会
表
彰
を
受
け
た
「
北

九
州
電
気
連
合
分
会
の
田
口

分
会
長
に
賞
状
と
記
念
品
の

授
与
が
行
わ
れ
た
。

本
大
会
の
議
長
に
は
、
小

倉
運
転
区
分
会
の
林
田
代
議

員
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

山
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
先
行
き
が
不
透
明
な

中
、
若
年
・
中
堅
層
の
離
職

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
分
会
・
支
部
・
本
部
が

協
力
し
、
強
固
な
団
結
と
建

設
的
な
労
使
関
係
で
更
な
る

労
働
条
件
向
上
に
向
け
、
取

り
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と

述
べ
た
。

来
賓
に
は
、
九
州
労
働

金
庫
北
九
州
東
支
店
の
大
塚

支
店
長
と
苅
田
町
議
会
議
員

の
井
上
修
議
員
、
中
央
本
部

か
ら
は
大
久
保
書
記
長
と
野

見
山
執
行
委
員
に
お
越
し
い

た
だ
い
た
。

井
上
修
議
員
に
お
い
て
は
、

今
月
に
施
行
さ
れ
る
苅
田
町

議
会
議
員
選
挙
に
７
期
目
の

挑
戦
を
す
る
こ
と
か
ら
、
小

波
瀬
西
工
大
前
駅
の
改
良
に

向
け
た
内
容
を
始
め
と
す
る

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
、
道
半
ば
の
小

波
瀬
西
工
大
前
駅
の
問
題
解

決
に
向
け
て
、
精
一
杯
取
組

ん
で
い
き
た
い
と
の
決
意
を

さ
れ
た
。

大
会
の
質
疑
で
は
、
発
言

が
あ
っ
た
。
門
司
車
掌
区
分

会
の
木
下
代
議
員
と
行
橋
駅

連
合
の
清
水
代
議
員
か
ら
発

言
が
あ
っ
た
。
（
発
言
内
容

は
別
項
に
記
載
）

代
議
員
の
発
言
に
対
し
、

支
部
執
行
部
か
ら
の
回
答
お

よ
び
中
央
本
部
か
ら
の
補
足

回
答
を
受
け
、
成
清
書
記
長

に
よ
る
集
約
答
弁
が
行
わ
れ

た
。そ

の
後
の
採
決
で
は
、
全

て
の
議
案
に
対
し
、
満
場
一

致
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

役
員
選
出
で
は
、
中
央
本

部
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ
た

野
見
山
副
委
員
長
が
退
任
、

執
行
委
員
に
小
倉
運
転
区
の

瀧
本
さ
ん
及
び
門
司
車
掌
区

の
江
口
さ
ん
が
新
た
に
選
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
井
上
執
行

委
員
が
副
委
員
長
に
選
出
さ

れ
、
北
九
州
支
部
で
は
初
と

な
る
女
性
の
三
役
が
誕
生
し

た
。大

会
の
最
後
は
、
山
田
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
く
く
ら
れ
た
。

代
議
員
か
ら
の
質
疑

木
下
代
議
員
か
ら
の
発
言

◎
賃
金
実
態
長
に
つ
い
て
は
、

経
費
削
減
と
分
会
役
員
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調

査
と
し
て
ほ
し
い
。

◎
23
春
闘
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

３
，
０
０
０
円
に
つ
い
て
、

新
賃
金
制
度
の
前
倒
し
で
あ

り
、
純
粋
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

と
は
言
い
難
い
。
組
合
員
か

ら
も
疑
問
の
声
が
出
て
い
る
。

次
期
春
闘
で
そ
れ
以
上
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
て
ほ

し
い
。

◎
要
員
問
題
に
つ
い
て
。
会

社
は
必
要
な
要
員
を
配
置
し

て
い
る
と
い
う
が
、
何
を
根

拠
に
言
っ
て
い
る
の
か
？
年

休
が
取
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、

休
日
出
勤
や
行
路
の
組
み
換

え
が
多
発
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
も
離
職
の
要
因
の
一
つ

で
あ
る
。
し
っ
か
り
対
策
を

し
て
ほ
し
い
。

清
水
代
議
員
か
ら
の
発
言

◎
委
託
駅
の
直
営
化
に
対
し
、

組
合
加
入
対
策
が
あ
る
と
思

う
が
、
分
会
だ
け
で
は
と
て

も
対
応
で
き
る
規
模
で
は
な

い
。
支
部
・
本
部
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

◎
会
社
の
中
で
営
業
部
、
運

輸
部
と
い
っ
た
主
管
部
ご
と

の
連
携
や
情
報
共
有
が
で
き

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

し
っ
か
り
と
情
報
共
有
が
出

来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
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ト
ラ
イ

北九州支部

第９回定期大会を開催
４
年
ぶ
り
の
代
議
員
参
集
に
よ
る
通
常
開
催

７
月
に
開
催
さ
れ
た
中
央

本
部
第
32
回
定
期
大
会
に
お

い
て
、
北
九
州
電
気
連
合
分

会
が
最
優
秀
分
会
を
受
賞
し

た
。北

九
州
電
気
連
合
分
会
は

毎
年
最
優
秀
分
会
を
受
賞
し

て
お
り
、
毎
月
の
執
行
委
員

会
の
開
催
や
各
種
取
り
組
み

へ
の
積
極
的
な
参
加
、
分
会

活
動
報
告
書
を
毎
月
提
出
す

る
な
ど
、
日
々
の
地
道
な
活

動
が
評
価
さ
れ
た
と
言
え
る
。

今
定
期
大
会
の
前
段
で
、

中
央
本
部
大
久
保
書
記
長
よ

り
田
口
分
会
長
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

北
九
州
電
気
連
合
分
会
の

田
口
分
会
長
は
、
最
優
秀
分

会
の
受
賞
に
対
し
、
日
頃
の

活
動
が
こ
の
よ
う
な
形
で
表

彰
さ
れ
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
北
九
州
電
気
連

合
分
会
も
更
に
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
で
、
他
の
分

会
も
ぜ
ひ
と
も
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。
」
と
述
べ
た
。

北九州電気連合分会
最優秀分会を受賞

北九州支部担当となりました

中央本部の川 崎 淳 史です！
今年７月の定期大会で中央本部執行委員となり

ました。それまでは、大分地本の書記長を務めてい

ました。北九州支部の皆さま、どうぞ

よろしくお願いします。


